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1ト化学療法 (CDDP/VP-16併用療法) が
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治療後肺転移を生 し＼ 51T'目後に脳転移をふた症例に対

して C,I)1)P＼IP--16併用療法を行い.2クー′レ終了時

点で脳転移巣の著 しい縮小効果みたので若干の文献的考

察を加えて報告 した.症例は.51才女性.89年7月卵巣

腫壕で入院.睡魔全摘- リンべ節郭活を行い,陸揚組織

はyolksactumorであった.術後.PVP噴法 (Cr)r)P.

＼!13L Pepleo.)施行.90年 1月肺転移を生L.,外科的

切除.3月下旬,胸膜転移及び脳転移を認め入院.Cr}

び MRI上著明な転移巣の縮小を示 した.治療途中で

あり,今後厳慶な経過観察を要すと考えられた.

本症例より転移性 ),(llksactumorで他臓器転移を

伴ったもの,多発性転移をふたもの.単発でも直達手術

が行いにくい部位に転移をふたも〔7)に対して.初期治療

として効果が期待できるものと思われた.
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私共は昭和43年かi)㌔)平成元年までの22年間に,16例の

転移性脳腫壕に対 して20回の手術を行った.その内容は,

全別出10回, 亜全別または部分削出2回,V-PShunt

8回である.

転移性脱瞳壕に対する治療の目的は,1.生存期間の

延長,2.症状の軽減,の二つである.私共は metastatic

leptomeningealcarcinomatosis(MLC)の5例iこ対 し

頭痛の軽減を目的として V-PShuntを行い,全例に

頭痛の消失を見た.

5例の原発巣は胃癌で,noTトCurativeの手術が行わ
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わた進行癌である.主症状は激 しい頭痛と喰吐で.そt')

他に精神症状､脱神経蘇峰.うっ血乳頭.項部強直があ--I

た.髄液については.仕は全例において高く最高5(X)mm

水柱,細胞数はや 増ゝ加または正常,蛋白もや 増ゝ加は

たは正常.細胞診では ClassⅡtまたはⅣであった.

これr)LT)症例の経過は､頭痛の発現かr)Vl'Sllunt

までが6-16週,V-PShuntかト'死亡までが1--22過

と短期間であった.

術後は全例において頑痛は消果 した.こLT)･-1も1例は

術後黄垣が生Ll全身状態の悪化で l週間後iこPL;亡した.

他の4例は一時的にせよ,ほゞi-T:.常の状態となり苦痛か

IT)解放された.

通しており∴ 三新に分けL､'わる.すたわfp,,第---一期は激

のほゞ正常に近い状態,第~ーr~･'.PJは精神症状.意識障害,

脳神経麻坤と共に全身衰弱が進行し死亡するまでの期間

である.従--,て,節------･期の早い時期に VIPShuntを

行えば第二新の延長が計られると思われる.私共の症例

i･ニー~)いては,第二期を少なくとも1-3J1-月間延長出来

たtT)ではないかと思われる.その意味で,MIJC を早斯

に診断し.直ちiこV-PShuntを行うことが苦痛(り軽

減に有用と考えられる.

3)当院におけ る転移性脳腫墳治療の現況

践 蔑讐:漂遥 遠豊 磯 霜覧諸 院)

当院の転移性脳腫壕120例の治療成績iこついて報告す

る.

1) 平均生存期間は脱転移発症後4.5ケ月であった.

2) 年齢,治墳方法と生存期間の関係は有意差はなかっ

た.

3) 肺癌診断時の癌の進行度と脳転移発症後の生存期

間の関係は有意差はなかった.脳転移巣診断時における

肺癌の残存または癌の骨転移の有無による分析では,舵

癌残存無 し群に生存期間の延長を認めた.骨転移の有無

による分析では有意差がなかった.

4) 放射線治療の秦効率は75.6,9/dJであった,

5) 脳腫癌が原因で死亡 した例は14%であった.肺癌

では66.6%で原発巣が原田で死亡 した.

6) 全摘出例では局所再発例がなかった.放射線+化

学療法群は放射線単独群と比し再発率が低くはなかった.

転移性脳腫癌は現段階では治療の困難な疾患である.

治療目漂は Qualityoflifeの向上,脳転移死を防 ぐこ


